
平安時代仮名和文の「おな じ き」の用法

(
要
旨)

古
典
語
の
形
容
詞
「
お
な
じ」
の
連
体
形
に
は 、
オ
ナ
ジ・
オ
ナ
ジ
キ
の
二
形

が
あ
り 、
平
安
時
代の
和
文で
は 、
オ
ナ
ジ
を
用
い
る
の
が
普
通
で 、
オ
ナ
ジ

キ
を
用
い
る
ζ
と
は
極
め
て
す
く
な
い 。
従
来の
研
究は 、
活
用
の
不
完
全
さ

を 、
漢
文
訓
読
語
や
院
政・
鎌
倉
期の
例
と
の
比
較で 、
注
意
す
る
の
が
主
で

あ
り 、
用
法
の
と
ま
か
な
検
討は
行
な
わ
れ
て
い
な
い 。

本
論
は 、
平
安
時
代の
仮
名
和
文に
用
い
ら
れ
て
い
る
オ
ナ
ジ
キ
の
用
法
を

検
討
し 、
そ
の
用
法
を 、

A
準
体
法

B
八
同
前V
の
意
で
の
用
法

ω
姓・
官
に
つ
い
て

ω
年
月日
に
つ
い
て

ωそ
の
他

C
「
オ
ナ
ジ
キ
O
O
と
い
ふ
中に
も」
等
の
型
で
〈
同
類
の
中で
特に
ぬ

き
ん
で
た
も
の
を
話
題
と
す
る
V
場
合の
用
法

D
A
B
C
以
外の
用
例

の
四つ
に
わ
け 、
オ
ナ
ジ
の
同
様
例
に
も
注
意
しつ
つ 、
つ
ぎ
の
点
を
明
ら
か

に
し
た 。

①A
B
の
用
法
と
D
の
用
例
は 、
用
い
ら
れ
る
場
面
が
特
殊
な
も
の・
院
政

期
以
降
K一
般
化
し
て
ゆ
く

用
法
で 、
平
安
時
代の
仮
名
和
文の
中で
は

特
殊
な
例
と
認
め
て
よ
い 。

平
安
時
代
仮
名
和
文
の

「
お
な
じ
き」

の
用
法

伊

牟

田

経

久

②C
の
用
法
は 、
宇
津
保・
源
氏・
栄
花・
狭
衣に
見
ら
れ
る
もの
(
特に

源
氏
以
下
の
蓄の
用
例
の
ほ
と
ん
ど
は
と
の
用
法
で 、
すべ
て
地
の
文の

例)
で
あ
り 、
「
オ
ナ
ジ
キ
O
O
と
い
ふ
中に
も」
な
ど
特
定の
型の
中

で 、
特に
高
貴な
人
物
や
そ
れ
に
関
係
す
る
物
を
対
象
と
し 、
日
常口
頭

語
で
あ
る
オ
ナ
ジ
と
は
異
な
る
語
形
を
意
識
的
に
用い
た 、
あ
ら
た
まっ

た
表
現で
あ
る 。

古
典
語
の
形
容
詞
「
お
な
じ」
の
連
体
形(注1)
に
は
オ
ナ
ジ・
オ
ナ
ジ
キ

の
二
形
が
あ
り 、
平
安
時
代の
和
文で
は 、
オ
ナ
ジ
を
用い
る
の
が
普
通
で 、

オ
ナ
ジ
キ
を
用
い
る
と
と
は
極
め
て
少
な
い
と
い
う
の
は 、
周
知
の
と
と
で
あ

る 。し
か
し 、
ζ
れ
ま
で
の
研
究で 、
平
安
時
代
な
い
し
院
政
期の
オ
ナ
ジ
キ
に

言
及
し
た
も
の
窪2}
も 、

平
安
時
代
の
和
文に
お
け
る
用
例
の
少
な
さ・
活
用
の
不
完
全
さ
を 、
漢

文
訓
読
語
(日
本
書
紀
の
古
訓
以
外で
は
オ
ナ
ジ
キ
が一
般
的
で 、
活
用

も
そ
ろっ
て
い
る)
と
比
較し
て
論
じ
る

か 、
あ
る
い
は 、

院
政
期
以
降の
作
品
K 、
年
月
日
を
修
飾
す
る
用
法
を
は
じ
め 、
オ
ナ
ジ

キ
の
用
例
が
ふ
え
て
ゆ
くと
と
を
指
摘
す
る

か
の
い
ず
れ
か
で 、
平
安
時
代の
和
文の
オ
ナ
ジ
キ
の
用
法そ
の
も
の
を
取
り

あ
げ
て
論
じ
た
も
の
を 、
見
出
すと
と
が
で
き
な
い 。

乙
の
小
論
は 、
平
安
時
代の
和
文に
用い
ら
れ
て
い
る
オ
ナ
ジ
キ
を 、
オ
ナ

ジ
と
の
対
比・
院
政
期の
用
例
と
の
対
比
に
お
い
て
検
討し 、
そ
の
用
法
を
明

ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る 。
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平
安
時
代の
和
文の
う
ち 、
オ
ナ
ジ
キ
を
用
い
て
い
る
の
は 、
{子
津
保・
源

氏・
栄
花・
狭
衣
の
四つ
の
物
語
で 、
他
の
物
語
や日
記(注3)
に
は
見
え
な

い 。
そ
乙
で 、
乙
の
四
作
品の
オ
ナ
ジ
キ
を
主
た
る
対
象
と
し 、
院
政
期の
大

鏡
と
今
昔
物
語
集
の
例
と
を
参
照
し
な
が
ら 、
考
察
を
す
す
め
る
と
と
に
し
た

い 。
な
お 、
栄
花
物
語
の
続
篇
は 、
院
政
期の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
が 、
本
筋

の
用
例
と
の
閣
に
差
異
が
見い
だ
せ
な
い
の
で 、
特に
区
別
し
な
い
乙
と
に
し

た 。と
こ
ろ
で 、
ζ
の
よ
う
な
微
妙な
用
法の
差
異
を
問
題
に
す
る
ば
あい
に
重

要
な
の
は 、
テ
キ
ス
ト

の
吟
味
で
あ
る 。

た
と
え
ば 、
源
氏
物
語
大
成の
索
引
に
よ
れ
ば 、
乙
の
物
語
に
は
オ
ナ
ジ
キ

が
十三
例
あ
る
乙
と
に
なっ
て
い
る
が 、
こ
の
う
ち 、

乙
の
殿
の
人
ど
も
も 、
ま
た

制削叫剖
さ
ま
に 、
か
ら
き
事
の
み
あ
れ

ば 、
(
源
氏・
賢
木 、
三
七一)

の
例
は 、
大
成
底
本
の
み
オ
ナ
ジ
キ
で 、
校
異
に
用
い
ら
れ
た
本は
すべ
て
オ

ナ
ジ
で
あ
る
か
ら 、
大
成
底
本の
み
の
誤
り
と
見
て 、
オ
ナ
ゾ
キ
の
用
例
か
ら

は
除
外
すべ
き
も
の
で
あ
ろ
う 。
ま
た 、

お
前の
前
栽 、
ほ
か
の
に
は
似
ず 、

制剖叫
花の
姿
も
木
草の
な
び
き
ざ

ま
も
殊
に
見な
さ
れ
て 、
(
源
氏・
総
角 、
一
六
二二)

は 、
青
表
紙
系
で
底
本・
三
条
西
本 、
河
内
本
系の
高
松
宮
本・
国
冬
本 、
別

本
系の
陽
明
本の
み
が
オ
ナ
ジ
で 、
他
の
諸
本は
オ
ナ
ジ
キ
で
あ
る
の
で 、
ど

ち
ら
の
形
が
正
し
い
の
か 、
に
わ
か
に
は
決
定
で
き
な
い 。
一
応 、
大
成
本
文

に
し
た
が
うの
が
穏
や
か
な
処
置
で
あ
ろ
う 。

し
か
し 、
さ
き
の
六
作
品の
う
ち 、
校
本の
あ
る
の
は
源
氏
物
語
だ
けで
あ

る
か
ら 、
字
津
保・
栄
花・
大
鏡・
今土日
は 、
日
本
古
典
文
学
大
系に
よ
り 、

そ
の
校
異
に
注
意
す
る
と
と
も
に 、
他
の
テ
キ
ス
ト

(
古
典
文
庫・
国
史大
系

本
や
「
大
鏡の
研
究・
本
文
篇」
な
ど)
を
も
見
合
わ
せ
る
よ
うに
し
た 。

ま
た 、
狭
衣
は 、
内
閣
文
庫
本
(日
本
古
典
文
学
大
系)
と
流
布
本で
は
オ

ナ
ジ
キ
が 、
二
例
見
え
る
が 、
二
本に
共
通
す
る
の
は一
例だ
けで
あ
り 、
乙

の一
例
も 、
九
条
家
旧
蔵
本
(
未
刊
国
文
資
料)
・

蓮
空
本
(
古
典
文
庫)
と

は一
致
し
な
い
な
ど 、
異
本
間
の
本
文の
ち
が
い
が
大
き
く 、
ど
の
本
を
原
型

と
認
め
る
か
は
な
お
問
題
が
あ
る
よ
うで
あ
る
か
ら 、
と
の
小
論
で
は 、
流
布

本
(日
本
古
典
全
書・
校
註
日
本
文
学
大
系)
に
よ
り 、
他
本
を
参
照
す
る
こ

と
に
し
た 。
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ζ
の
よ
う
に
し
て 、
{子
津
保・
源
氏・
栄
花・
狭
衣の
四
作
品
か
ら 、
オ
ナ

ジ
キ
四
六
例 、
オ
ナ
ジ
七
五
八
例
注
土 、

「
同」
と
表
記
し
た
も
の
六
例
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
る 。
ま
た 、
大
鏡・
今
昔に
は 、
オ
ナ
ジ
キ一
三
例 、
オ
ナ
ジ

一
O五
例 、
「
同」
と
表
記
し
た
もの一
三
九
例
が
見
え
る 。
乙
れ
ら
の
オ
ナ

ジ
キ・
オ
ナ
ジ
を
対比
し
て
み
る
と、

-
準
体
法
が
オ
ナ
ジ
キ
に
の
み(注5}
見
え
る
と
と

-
連
休
法
は 、
意
味・
機
能に
は
差
異
は
な
く 、
「ご
と
(
如)」
「や
う
な

り」
K
つ
づ
く

場
合と
「
御
お
な
じ
程」
の
よ
う
に
「
御」
の
つ
く

場
合

と
は
オ
ナ
ジ
に
の
み
見
え
る
と
と

の
二
点
以
外に 、
そ
の
用
法
に
顕
著な
相
違
が
な
い
よ
う
K 、
一
見
し
た
と
こ

ろ
で
は 、
思
わ
れ
る 。
し
か
し 、
オ
ナ
ジ
キ
の
用
例
を
分
類・
整
理
し 、
オ
ナ

ジ
の
同
様
例
と
比
較・
検
討
す
る
と、
そ
ζ
に
明
ら
か
な
使い
わ
け
を
看
取
で

き
る
の
で
あ
る 。



平安時代仮名和文の「おな じ き」の用法

宇
津
保
・源
氏
・
栄
花・
狭衣
の
四つ

の
物語 、
そ
れ
に
大
鏡・
今

昔
物語
を
も
あ
わせ
て 、
そ
ζ
に
用い
ら
れて
い
る
オ
ナジ
キ

は、
つ

ぎ
の
よ
う
に
分
類
・
整理
す
るζ
と
が
で
きる。

A
準
体
法

「
丈ひ

と
し
く

姿

判制凶剖 、
十人」
(宇
津
保
・
吹上
上〉

の
よ
う

な
例。

B
連
体
法

の
う
ち 、
八
同
前V

の
意
で

の
用
法

「
右
兵
衛
佐

判制叫剖師
純」
({子
津
保
・
梅

の
花
笠)
「
刺

な
じ
き
十八

年
丙
申・・・」
(
大
鏡
・一)

の
よ
う

な
例で

あ

る
が 、
そ

の
内
容か
ら

見て 、
三つ
に
分
け

る。

ω
姓
・{自
につ
い
て

の
用
法

ω
年
月日
に
関
す
る
用
法

ω
右
以
外
の
用
法

C
連
体
法

の
う
ち 、
同
類
の
中で
特
にぬ
きん
で
た
も

の
を

話題

と
す
る
場
合
の
用
法

「お
な
じ
き
法
師

とい
ふ
中に
も、
だづ
き
な
く此

の
世
を
離

れた
る
聖
に
も

の
し
給ひ
て」
(源
氏・
蓬
生)
のよ
う
に、

「
オ
ナジ
キ
O
Oとい
ふ
中に
も」

の
型 、
そ

の
変型と
も
言

うべ
き
五つ
の
型
を
指
摘
す
ると
と
が
で
きる。

D
AB
C
以
外
の
用
例

右
の
分
類
にし
た
が
い、
作
品
別に
用
例数
を
あ
げる

と、
別
表

の
よ
う
に

な
る。
乙

の
表で
注
目さ
れる
の

は、
C

の
用
法が 、

平
安
時
代
の
四つ

の
物

語
に

は
見え
る
が
大
鏡
・
今
昔に

は
見え
ない
乙

と、
源
氏・
栄
花
・
狭
衣

の

用
例の

大
部
分
を
占め
てい
るζ
とで
あ
る
が 、
ま
ず 、
A
B

の
用
法とD

の

用
例を

検
討し 、
最
後
にζ
のC
の
用
法
を

と
り
あ
げて
考察
する。

「おなじき」の用法別・作品別一覧
参 考 i お な じ き

I D C B A (同類の中をで特題同きん で\ノ
(認お�)一「 お た一つ 話 とする用法

同 合会

;;1it; 
準 用l_ (3) (2) (1) C と な 以表 外 な

。
。もと と

そ年姓 体記
す じ の ど い い い の月宮る 音「 用 ふ へ ふ j上
{0J 伊j と ど 中 他日 法

も も lζ
も

201 25 1 2 3 1 1 1 1 4 914 
(言) ( 言)(言) I(?) 

228 12 1 1 1 2 3 1 4 
(言)6 711 
(言) (?) 96 2 1 1 

38 43 

える |寸斗二国T 62 

〔別表〕

四

【A
準
体法】
こ

の
用
法は 、
字
津m怖
に
四
例を

見る
が 、
源
氏・
栄

花・
狭衣に

は
見え
な
い。

-
髪
丈と
ひ

と
し
くて 、

年
十五
歳よ
り
う
ち 、
丈ひ
と
し
く

姿

割削凶

き、
十人 。
({子
律
保・
吹上
上 、
-

三二
六)

用例数の下の(言)は会話中の例，
(?)は本文に問題あるかと疑われる例。

〔注〕
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2 

中の
大
殿よ
り 、
赤
色に二
墜
襲 、
柏・
袴お
な
じ
き、
八
人 。
北
の

大
殿よ
り

柏・
袴お
な
じ
や
うに
て 、
八
人 。
({子
津
保・
祭の
使 、

I
四三二)

左
の
お
と
ど、
蔵人
所よ
り 、
蒔
絵の
御
衣
植e・e・--
后
宮よ
り 、
お
な

3 
じ
き、
し
づ
か
は

のな
かっ
ね
が
仕う
まつ
れる
蒔
絵の
御
衣
箱
五
具に、

御
装
束・・
(
宇
津
保・
初
秋 、
E一一一
八)

4
御
台 、
下
仕
四人
と
りつ
づ
きて 、
裳・
唐
衣
着て
参
る0

・
0

犬
宮

の
御
方に
も、
お
な
じ
き、
うる
は
し
く

裳・
唐
衣
着た
る
御め
の
と二

人
あ
り 。
(
宇
津
保・
楼上
下 、
E
四五
O)

こ
の
う
ち 、
例3
は

日
本
古
典文
学大
系で
は
「
お
な
じ
く」
と
校
訂し
て

い
る
が 、
そ

の
校
異
や
古
典文
庫の
本

文か
ら

判
断し
て 、
また 、
例4

の
例

や
字
津
保
の「
お
な
じ
く」

の
用
例か
ら
考えて 、
「おな
じ
き」
の
ま
ま
に

お
く

方が
よ
い。

とζ
ろで 、
乙
れ
ら

の
表
現は 、
宇
津
保
の
中で
も
珍し
い
も

ので 、
例2

の

後
半に
見え
る
よ
うな
表
現
や 、
「
童・
下
仕 、
丈ひ
と
し
く

姿ひ
と
し
く

選

ぴ
た
り」
(
字
津
保・
梅の
花
笠 、
-二

七
六) 、
「五日

の
夜 、
院
の
后の
宮

よ
り 、
お
な
じど
と 、
い
かめ
し
う
し
給へ
り」
(
宇
津
保・
あて
宮 、
E一

一
八)
な
どの
表
現
の
方が 、
一
般
的で
あ
る。
源
氏の
類
似
の
場
面で
も、

「重は:
柏
は
山
吹な
る
唐
の
絡を 、
お
な
じ
さ
まに
整へ
た
り」
(
源
氏・

若
菜
下 、
一
一
四九)

の
よ
うな
表
現を
とっ
て
お
り 、
準体
法

の
オ
ナジ
キ

を
用い

る
の
は 、
特
殊な
例と

考えて
よ
い
で
あ
ろ
う 。

な
お、
大
鏡に
は 、

5
御
母
のと
とな
き
は 、
一
条
殿
の
お
な
じ
きに
や 。
(
大
鏡・
三 、
一

五
三)

の
例が

見え
る。
と
れ
は 、
断
定「な
り」
につ
づ
い
てい
るが 、
小
久保
崇

明
氏の
精
細な
調査(注6)
で
は 、
と
れ
が
初
見
の
例で 、
ζ

の
の
ち
十訓
抄

や
沙
石
集に
見え
る
用
法で
あ
る
とい
う 。
と
すれば 、
狭衣
の九
条
家旧
蔵

本・
蓮
空
本に
見え
る、

6
ま乙
とに
我が
見し
におな
じ
きに
や
と 、
ゆか
し
き
に
(
狭衣・
て

未
刊
国

文・
上
七
九 、
古
典文
庫一
二
三)

の
例は 、
こ
れ
ら

の
本の
性
格を
考え
る一
資
料に
な
る
と
考え
ら
れる
(
流

布
本は
「お
な
じ
物に
や」 、
内
閣文
庫本は
「お
な
じ
手か
や」
で
あ
る)。
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〔B
〈
同
前〉の
意での
用
法〕
ま
ず 、

姓
や
官につ
い
て

の
用
法
を
と
り

あ
げる。
宇
津
保に
のみ
九
例

見え
る
が 、
そ
れ
も、
春日
の
社
頭の
歌
会で

の
歌を
列
挙
す
る
場
面に八
例
も
集
中し
て
お
り 、
い
ま一
例は五

月
の
節
会

の
競
馬の
場
面に
見え
る。

7

左
大
弁
源
の
忠
純「
春をさ
とる
草」
〔
歌
略〕
右
兵
衛
佐お

制凶剖
師
純「
時に

のぞ
め
る
桜」
・

右
近
中
将

制叫叫剖祐
純「
は

つ
かな
る
藤」
・

制削凶剖
中
将
在
原
の
元
行
「
結べ
る
柳」

〔
以
下五
例
略〕
(
字
津
保・
梅
の
花
笠 、
-

二
八一
t

六)

8
左に
は
まつ
りど
と人
近
正 、
右に
は
おな
じ
き
松
方(
字
津
保・
祭

の
使 、
I
四O五)

が 、
そ
の
例で
ある
が 、
は
じ
め

の二
例は
グ

同じ
源

姓d
で
あ
ると
と
を 、

つ
ぎ
は
グ

同じ
右
近
衛
府d
で
あ
ると
と
を 、
例8
は
グ

閉じ
まつ
りご
と

人H
で
あ
ると
と
を
示し
てい
る。
し
かし 、
宇
津
保に
多く
見ら
れる
他の

歌
会の
場
面に
はこ

のよ
うな
表
現は
見，仇
ず 、
源
氏に
は
列
挙
の
場
合はな

い
が 、
閉
じ
官を
示
す
例で
も、
「
右近
の丞
も
叡
負に
な
りて

良
清
も

お ー
芯
じ
佐に
て」
(
源
氏・
湾
標 、
五
O
O)
と 、
オ
ナジ
キ
は
用い
な
い
韮



ζ
れ
に
関
連が
ある

と
考え
ら
れる
例が 、
重
之
集

の
詞
書
に
見える 。

9
「誰ぞ」

と
問へ
ば 、
「み
な
も

と
のこ
たへ
ず 、
お
な
じ
き
な
の
ら

ず」
とい
ふ(注8)
(重
之
集・一
八
八
詞)

と
ある
のが
そ
れ
で
ある
が 、
誰
か

と
関わ
れ
て 、
返
答
もし

ない
し
名
前
も

言
わ
ない
と
言う

の
に、
わ
ざ
わ
ざ
「
源

の

お
な
じ
き

」
の
形
を

と

っ
た

の
は、

と
の
形が

姓
名
を
名
乗る
時の
慣
行

の
型で
あ
り 、
そ
れ
を
もじ

っ
た

とい
う

ので
あ
ろ
う。
さ
き
の
字
津
保
の
例
も、
乙

のよ
う

な
慣
行

の
型

の
反
映と
見る
と

とが
で
きる
し 、
女
流の
作
品花
見え
ない
の

は、
乙

のよ

う
な
慣
行

の
型
を
な
ま

の
形で
取
り
入
れる
こ

と
を
避
けた
か
らで
ある
と
考

え
ら
れ
る。

平安時代仮名和文の「おな じ き」の用法

こ
のよ
う

な
オ
ナジ
キ

の
用
法

は、
今
昔に、

叩
残ル
所
六
騎
也

藤
原
範
季 、
同
キ
則
明
等
也。

二二 、
町三
九
七)

と
あ
り 、
中世

の
戦
記
物語
の
用
例へ

とつ
な
がっ
て
ゆ
く

ので
ある
が 、
平

安
時
代
の
和
文で

は、
特
殊な
用
法と
言える
で
あ
ろ
う。

(A寸土日・
二
五
の

つ
ぎ

は、
年
月日
に
関
する
用
法で
ある。
さ
き
の
表に、
栄
花
に一
例

あ

る
と
し
てい
る

の
は、

日
十一
月
廿九日
に
;・

お
な
じ
き目 、
侍
従
中
納
言

は
大
納
言に
な
り

給ぬ。
(
栄
花・
もと

の
雫 、
下三
四)

の
例で

あ
る。
し
か
し 、

栄
花
の

グ
同日H

の
表
現

は、
「五
月八
日

のつ
と

め
て・
お a
な
じ日

の
未
の
時ば
か
り
に・
」
(
栄
花・
見

はて
ぬ
夢 、
上

一
四
九)
を

はじ
め
十三
例、
すべ
て
「お
な
じ日」

と
ある
ので 、
例孔

は

疑
問
例と

すべ
きで
あ
ろ
う。

グ}
ゆ
ほ
か 、
源
氏
や
栄花
に
見える
年
月自
に
関
する
用

例
は 、

ロ
東
宮
もお

な
じ二
月に
御
か
うぷ
り

の乙
と
あるべ
け
れ
ば 、
(源
氏・

梅
枝 、
九
七五)

臼
お
な
じ
年
の
十二
月
十三
日 、
小
野
宮
の
お
とど 、
太
政
大
臣にな
り

給ぬ。
(
栄
花・
月の
宴 、
上
五
四)

など 、
すべ
て
オ
ナジ
を
用い 、
オ
ナジ
キ

は
用い
てい
ない。
し
かし 、
大

鏡や
今
昔で

は、

H
貞
観
十
年
戊
子
十二
月十
六日 、
染
殿
院にて
生
ま
れ
給へ
り。
同
十

一
年二
月一
日
己
丑 、
御
年二つ
にて
東
宮にた
たせ
給て 、
お
な
じ
き

十八
年
丙
申十一
月
廿九日 、
位につ
かせ
給ふ 、
御
年
九
歳。
(
大
鏡・

て
四三)

日
今の
帝 、
十一
歳
にて 、
寛仁二
年
戊午正
月二
目 、
御
元
服せ
させ

給ふ 、
そ

の二
月に参
り
給うて 、
お
な
じ
き
年
の
十
月
十六日
に、
后

に
ゐさせ
給ふ。
(
大
鏡・
五 、
二
O六)

日
永
徽二
年ト
云フ
年ノ五
月ニ
病ヲ
受テ
克ヌ。
同
キ
六
月ノ
九日ニ

至テ・
(
今
昔・
九
の三
四 、
E二
四
O)

のよ
う
に、
オ
ナジ
キ
年
月日
の
用
法が一
般
化し
て
ゆ
く乙

と
は、

先
学の

指
摘の
と
お
りで
あ
り
E9) 、
国
謡
史上
注
目
さ
れる
点で
ある。

つ
ぎ
に、
〈同
前〉
の
意で
の
用
法

の
う
ち 、

姓・
官や
年
月日
に
関
する
用

法
以
外
の
例を 、

と
り
あ
げる。
乙

の
例

は
字
津
保に
四
例

見える
が 、
そ

の

う
ち

の一
例

は、

げ
清く
涼し
き
林
の
腕
檀のか
げに、
虎
の
皮を
敷きて 、
三
人
の人
な

らぴ
ゐ
て
i・e-

な
らべ
る
木

のか
げに、
お
な
じ
き
皮を
敷きて 、
提ゑ

っ。
({子
津
保・
俊
蔭 、
工三

七)

とい
う
俊
蔭
漂
流
諮
の
中
に
見える
例で
ある。
ζ

の
漂
流
認の
中に

は、
乙
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れ
ま
で
に
も
論
じ
ら
れ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に ト
漢
文
訓
読
語
が
多
用

さ
れ
て
い
る
か
ら 、
乙
の
オ
ナ
ジ
キ
も
そ
の
例
と
考
え
て
よ
い
か
もし
れ
な

い 。
し
か
し 、
乙
の
漂
流
露
の
他
の
と
と
ろ
で
は 、
「
腕
檀
の
木
の
か
げ
に 、

林
に
花
を
折
り
敷
き
て

お
な
じ
木
の
か
げ
に
据ゑ
て」
(
字
津
保・
俊
蔭 、

I
四
五)
の
例
を
は
じ
め 、
すべ
て
オ
ナ
ゾ
を
用い
て
い
る
の
で 、
例げ
の
み

を
訓
読
語
使
用
と
考
え
る
乙
と
は 、
や
は
り
正
し
く
は
あ
る
ま
い 。
大
系
校
異

に
は
「
同
皮」
と
表
記
す
る
本が
若
干
あ
る
と
と
を
示
し
て
い
る
が 、
そ
れ
は

或
い
は
オ
ナ
ヅ
キ
と
い
う
本
文
に
疑
問
が
あ
る
乙
と
の
さ
さ
や
か
な
傍
証
に
な

ろ
う
か
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で 、
乙
の
例
に
は
問
題
が
あ
る
と
の
み
指
摘
し
て 、

結
論
は
留
保
し
た
い 。

の
ζ
り
の
三
例
は 、
蔵
関
上
の
巻
に
見
え
る 、

問
白
き
綾
の
桂一
か
さ
ね 、
お
な
じ
き
裳一
か
さ
ね 、
ゆ
ひ
と
め
給へ
り 。

(
宇
津
保・
蔵
関
上 、
E
二
七二)

日
し
ろ
が
ね
の
鯉 、
お
な
じ
き
鯛 、
一
折
植
(
問 、
E
二
七二)

加
沈
の
折
敷 、
お
な
じ
き一角
杯
に
据ゑ
て 、
(
同 、
E
二
八
O)

の
例
で
あ
る
が 、
同
じ
巻の
同
様
表
現
に
は 、
「
青
鈍
の
指
賞 、
お
な
じ
直
衣」

(
同 、
E
二
八
五) 、
「
し
ろ
が
ね
の
桶二
つ 、
お
な
じBひ
さ
く
し
て」
(
問 、
E

二
九
八) 、
「
瑠
璃
の
も
た
ひ
に
お
も
の一
盛 、
お
な
じ一品
杯
に
な
ま
物・
か
ら

物」
(
問 、
E
三
六
回)
な
ど 、
十
例
ほ
ど
は
オ
ナ
ジ
を
用い
て
い
る
し 、
他

の
巻
や
他
の
作
品
で
も
すべ
て
オ
ナ
ジ
で
あ
る
か
ら 、
本
文
につ
い
て
の
慎
重

な
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る 。

し
か
し 、
今
昔
物
語
集
に
見
え
る 、

幻
滝
殿
ノ
石モ
此
川
成
ガ
立
タル
也
ケ
リ 、

同制
御
堂
ノ
壁
ノ
絵モ
此
ノ

川
成
ガ
書
タル
也 。
(
今
昔・
二
四
の
五 、
即日
二
八一)

の
例
は 、
乙
の
後
の
作
品
に
見
え
る
諸
例
の
さ
き
が
け
を
な
す
も
の
と
し
て 、

注
目
さ
れ
る
も
の
で
あ
る 。
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【D
の
用
例
に
つ
い
て】
今
ま
で
考
察
し
て
き
たA-
B
に
も 、
次
に
考
察

す
るC
K
も
属
さ
な
い
用
例
は 、
宇
津
保
に
二
例 、
源
氏
と
栄
花
に
各一
例
を

見
出
す 。
宇
津
保の
例
は 、

泣
か
の
か
た
ち
風
を
給
は
り
て 、

判制叫剖乙
か
の
声
を 、
手
をつ
く
し

て
ひ
く 。

(
字
津
保・
梅
の
花
笠 、
-
二
八
八)

幻
兵
部
卿の
み
乙
も 、
御
核へ
し
に
お
な
じ
き
河
原
に
い
で
給へ
る
を 、

({子
津
保・
祭
の
使 、
-
四
二ハ)

の
二
例
で 、
と
も
に
前
に
記
し
た
事
が
ら
を・つ
け
た
表
現で
あ
る
か
ら 、
〈
同

前〉
の
意
の
用
法
(B)
と
も
考
え
ら
れ
る
が 、
あ
ま
り
に
も
隔た
り
す
ぎ
て

い
る
の
で 、
別
項と
し
た 。

例辺
は 、
さ
き
に
と
り
あ
げ
た
例7
の
春日
社
頭
の
歌
会の
記
述
につ
づ
く

部
分
で 、
行
方
不
明
に
なっ
て
い
た
忠と
そ
が
突
然
あ
ら
わ
れ 、
再
会
を
喜
ん

だ
仲
忠が 、
先
に
あ
て
宮の
弾い
た
琴
を
給
わっ
て 、
同
じ
ζ
か
の
声
を
弾
く

場
面
で
あ
る
か
ら 、
或い
は
例7
に
頻
出
し
た
オ
ナ
ジ
キ
に
引
か
れ
た
か 、
と

も
考
え
ら
れ
よ
う 。
し
か
し 、
例お
に
乙
の
解
釈
を
及
ぼ
す
ζ
と
は
で
き
な

い 。
例お
は 、
正
頼が
殿
上
人
を
は
じ
め
多
く
の
人々
を
引
きつ
れ
て
桂
河の

ほ
と
り
に
出
て
夏
神
楽
を
催
し
て
い
る
所
に 、
同
じ
河
原に
紋
え
し
に
来て
お

ら
れ
た
宮が
訪
れ
ら
れ
る
と
い
う
場
面
で
あ
る
が 、
と
の
前
後
に
は
他
に
オ
ナ

ジ
キ
を
用
い
て
い
な
い 。
と
の
こ
例
は 、
と
も
に
高
貴な
人々
の
登
場
す
る
盛

儀
と
い
う
場
面
で
あ
る
点で 、
共
通
性
を
もっ
ζ
と
に
注
意
し
た
い 。

ま
た 、
源
氏
と
栄
花の
例
は 、

担
〈
朱
雀
院のきロ〉
兵
部
卿
宮 、
人
が
ら
は
め
や
す
し
か
し 。
お
な
じ
き
筋

に
て 、
乙
と
人
と
わ
き
まへ
お
と
し
むべ
き
に
は
あ
ら
ね
ど 、
(
源
氏・



若
菜
上 、
一
O
三
八)

お
〈
道
長
のき口〉
お
な
じ
き
物
を 、
い
と
き
ら
ら
か
に
も
せ
さ
せ
給へ
る
か

な 。
(
栄
花・
浦々
の
別 、
上一
八
九)(注
目

の
二
例
で
あ
る 。
例討
は 、
青
表
紙
系
の
肖
柏
本と
三
条
西
本・
河
内
本
系・

別
本
系
は
「
お
な
じ」
と
あ
り 、
本
文
に
や
や
疑い
が
持
た
れ
る
が 、
大
成
本

文
や
古
典
文
学
大
系
本・
玉
上
氏
評
釈
本な
ど
に
従
うこ
と
に
す
る 。
乙
れ
は 、

朱
雀
院
が
女
三
宮
を
托
すべ
き
人
を
あ
れ乙
れ
と
案
じつ
つ 、
ま
わ
り
に
居
る

女
房
達
の
耳
に
入
る
乙
と
を
期
待
し
な
が
ら 、
つ
ぶ
や
い
て
お
ら
れ
る
場
面

で 、
兵
部
卿
宮
が
院
や
光
源
氏
と
同
じ
皇
胤
で
あ
る
と
と
に
言
及
さ
れ
る
と
と

ろ
で
あ
る 。
ま
た 、
例お
は 、
中
宮
定
子
が
敦
康
親
王
を
出
産
さ
れ
た
時の
道

長
の
と
と
ば
で
あ
る 。
朱
雀
院
や
道
長
の
ζ
と
ば
で
も 、
他
で
は
オ
ナ
ジ
が
用

い
ら
れ
て
い
る
の
で 、
特
定
人
物の
特
殊
な
も
の
言い
と
考
え
る
乙
と
は
で
き

な
い 。
乙
の
二
例
も
ま
た 、
場
面
と
話
題
に
注
目
すべ
き
で
あ
ろ
う 。

こ
れ
ま
で
に
見
て
き
たD
の
用
例
は 、
すべ
て 、
場
面
や
話
題
が
特
殊
で
あ

り 、
そ
の
た
め
に
H

あ
ら
た
まっ
た
表
現H
を
と
り 、
特
に
オ
ナ
ジ
キ
を
用
い

た
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う 。
例但
やお
と
同
じ
よ
う
な
内
容
や
表
現

で
あ
る
が 、

お
〈
柏
木
の
小
侍
従へ
の
言〉
げ
に
お
な
じ
御
筋
と
は
た
づ
ね
き
と
え
し
か

ど 、
(
源
氏・
若
菜
下 、
一
一
七
三)

幻
「
道
長
が
家
よ
り
帝・
后
た
ち
給ふべ
き
も
の
な
ら
ば 、
と
の
矢
あ
た

れ」
と
仰せ
ら
る
る
に 、
お
な
じ
も
の
を
中
心
に
は
あ
た
る
も
の
か
は 。

(
大
鏡・
五 、
二
二
二)

な
ど 、
オ
ナ
ジ
を
用
い
て
い
る
が 、
乙
れ
が
普
通
の
も
の
言い 、
換
言
す
れ
ば

口
頭
語
的
表
現で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る 。

な
お 、
今
昔
物
語
中
に 、
こ
の
D
に
相
当
す
る
例
が
二
例

平安時代仮名和文の「おな じ きJの用法

(
巻
三
の
二
四

話・
巻
六
の一
八
諾)
見
え
る 。
と
も
に
天
竺・
震
旦
の
部の
例
で 、
し
か
も

会
話
中に
用い
ら
れ
て
い
て
注
目
さ
れ
る
が 、
古
典
文
学
大
系の
頭
注
で 、
他

の
オ
ナ
ジ
の
用
例
と
対
比
しつ
つ
だ
さ
れ
た 、
慎
重
な
見
解
に
し
た
が
い 、
ζ

れ
も
稀
な
特
殊
な
用
例
と
認
むべ
き
で
あ
ろ
う 。

こ
れ
ま
で
考
察
を
加
え
た
オ
ナ
ジ
キ
の
A
B
の
用
法
と
D
の
用
例
は 、
特
殊

な
場
面
で
の
用
法・
あ
ら
た
まっ
た
表
現
に
用い
た
特
殊
な
例・
院
政
期
以
降

に一
般
化
し
て
ゆ
く

用
法
で
あ
り 、
平
安
時
代
の
和
文
(
特に
女
流
の
作
品)

に
お
い
て
は 、
特
殊
な
用
法
と
考
え
て
よ
か
ろ
う 。

五

さ
き
の
表
に
お
い
て 、
C
の
用
法
と
し
て
分
類
し
た 、
同
類
の
中で
も
特に

ぬ
き
ん
で
た
物
を
当
面の
話
題
と
す
る
場
合の
用
法
を 、
考
察
す
る 。

乙
の
用
法
の
典
型
的
な
表
現
は 、
「
オ
ナ
ジ
キ
O
Oと
い
ふ
中に
も」
の
型

を
と
る
も
の
で 、

お
〈
六
条
御
息
所
の
心 。
桐
査
帝
の
と
と〉
故
前
坊
の

制叫叫剖
御
は
ら
か

ら
と
い
ふ
な
か
に
も 、
い
み
じ
う
思
ひ
か
は
し
き
と
え
さ
せ
給
て 、
(
源

氏・
葵 、
三
O
八)

却
〈
末
摘
花
の
兄の
禅
師
の
ζ
と〉
そ
れ
も 、
ょ
に
古め
き
人
に
て 、

制剖凶

き
法
師
と
い
ふ
な
か
に
も 、
た
づ
き
な
く 、
ζ
の
世
を
離
れ
た
る
聖に
も

の
し
給
て 、
(
源
氏・
蓬
生 、
五二
二)

ω
〈
内
大
臣の
乙
と〉
お
な
じ
き
大
臣と
きζ
ゆ
る
な
か
に
も 、
い
と
清
げ

に
も
の
も
の
し
く

花
や
か
な
る
さ
ま
し
て 、
(
源
氏・
常
夏 、
八
四
六)

の
ほ
か 、
字
津
保の
田
鶴の
群
鳥
(
女一
宮の
と
と。
E一一一一
六 。
注げ
参

照)・
源
氏
の
深
標
(
六
条
御
息
所
の
と
と。
五一
O)
に 、
用
例
が
見
え
る 。
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例犯
で雪守え
ば 、
「
同
じ
故
前
坊
の
御
は
ら
か
ら
の
中で
も 、
特
に
桐
査
帝

は 、
故
前
坊
を
・
・」

の
意
で
あ
る
が 、
ζ
れ
と
同
じ
よ
う
な
意
で
の
表
現に

は 、
こ
の
型
の
ほ
か 、
オ
ナ
ヅ
キ
O
O
と
い
へ
ど
も・
オ
ナ
ジ
キ
O
O
と
い
ふ

と
も・
オ
ナ
ヅ
キ
O
O
も・
オ
ナ
ジ
キ
O
O
な
ど・
オ
ナ
ジ
キ
O
O 、
の
型
を

見
出
すと
と
が
で
き
る 。

〔
オ
ナ
ジ
キ
O
O
と
い
へ
ど
も〕

出
〈
宇
治
八
宮
の
山
荘の
あ
る
山
里
の
乙
と〉
お
な
じ
き
山
里
と
い
へ
ど 、

さ
る
か
た
に
て
心
と
ま
り
ぬべ
く
の
ど
や
か
な
る
も
あ
る
を 、
い
と
荒
ま

し
き
水
の
音 、
波
の
ひ
び
き
に 、
も
の
忘
れ
う
ち
し
(
源
氏・
橋
姫 、
一

五一
八)(注U)

MM
〈
重
光・
延
光・
保
光
の
と
と〉
お
な
じ
き
君
達
と
き
乙
ゆ
れ
ど 、
延
喜

の
御
子
中
務
の
宮
の
御
子
ぞ
か
し 。
(
栄
花・
月
の
宴 、
上
五
六)

お
〈
斎
院
の
本
院
入
りの
さ
ま〉
お
な
じ
き
綾
織
物:っ
ち
物な
ど
い
へ
ど 、

清
ら
は
乙
と
の
ほ
か
に 、
お
な
じ
者
の
し
わ
ざ
と
も
見
え
ず
(
狭
衣・
三

下 、
四
五
三)(注ロ)

ほ
か
に 、
宇
津
保・
蔵
関
上
(
仁
寿
殿
女
御
の
こ
と。
E一二
三
八 。
注げ
参

照) 、
栄
花
のつ
ぼ
み
花
(
源
頼
定
の
乙
と。
上
三
四=c・
玉
の
村
菊
(
式

部
卿
宮
敦
康
親
王
の
乙
と。
上
三
七
五)・
暮
まつ
星
(
後
朱
雀
帝
の
乙
と。

続
篇
下
四一
九)
に 、
類
例
が
見
え
る(注
目 。

〔
オ
ナ
ゾ
キ
O
O
と
い
ふ
と
も〕

川品
八
実
頼の
言 。
実
正
の
乙
と〉
すべ
て 、
お
な
じ
き
は
ら
か
ら
と
き
乙
ゆ

と
も 、
親
君
と
仕
う
まつ
ら
む 。
(
宇
津
保・
国
議
中 、
E
二一
七)

〔
オ
ナ
ジ
キ
O
O
も〕

お
〈
秋
好
中
宮
の
お
前の
さ
ま〉

制制凶剖
花の
枝
ざ
し
姿・
朝
夕
露
の
光

も 、
世の
常
な
ら
ず
玉
か
と
輝
き
て
(
源
氏・
野
分 、
八
六
三)

お
〈
朱
雀
院
の
賀の
準
備〉
殿
上
の
君
達
も 、
か
た
ち
よ
く 、
お
な
じ
き
舞

の
姿
も
心
こ
と
な
るべ
き
を
定
め
て 、
(
源
氏・
若
菜
下 、
一
一
四
四)

幻
〈
宰
相
中
将の
母
君の
山
住い
H

故
式
部
卿
宮
の
造
営
寺〉

制叫叫剖
岩

の
た
た
ず
ま
ひ
も 、
心
あ
る
け
し
き
し
る
く 、

(
狭
衣・
四
下 、
五
二
九・

大
系三
八一)
韮M)

ほ
か
に 、
源
氏・
若
菜
上
(
三
O
八)
に 、
源
氏
四
十の
若
菜の
祝に
玉
髭

の
と
と
の
え
た
調
度の
さ
ま
を 、
「
お
な
じ
き
金
を
も 、
色 、
使ひ
な
し
た

る 、
心
ばへ
あ
り」
と
表
現し
た
例
が
見
え
る 。
ま
た 、
さ
き
に
二
で
指
摘

し
た
源
氏・
総
角
の
例
の
本
文が
「
お
な
じ
き」
で
あ
れ
ば 、
ζ
と
に
は
い

る 。〔
オ
ナ
ジ
キ
O
O
な
ど〕

お
〈
朱
雀
院
よ
り
女
御へ
の
贈
物〉
艶
に
す
き
た
る
沈の
箱に 、
お
な
じ
き

心
葉
の
さ
ま
な
ど 、
い
と
今め
か
し 。
(
源
氏・
絵
合 、
五
六
七)

ω
〈
兵
部
卿
宮
よ
り
源
氏へ
の
贈
物〉
延
喜の
帝の
古
今
和
歌
集
を
唐
の
浅

緩の
紙をつ
ぎ
て 、
お
な
じ
色
の
濃
き
文の
絡
の
表
紙 、
お
な
じ
き
玉
の
軸

・
械
の
唐
組の
紐
な
ど 、
な
ま
め
か
し
う
て 、
(
源
氏・
梅
枝 、
九
八
八)

ω
〈
彰
子
入
内
の
さ
ま〉
女
房の
同
き
大
海
の
す
り
裳・
織
物の
唐
衣な
ど

昔よ
り
今に
同
様
な
れ
ど
も 、
是
は
い
か
に
し
た
る
ぞ
と
ま
で
見
え
け

る 。
(
栄
花・
輝
く

藤
査 、
上
二
O一)

〔
オ
ナ
ジ
キ
O
O〕
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HU
〈
正
頼一
家の
難
波
の
上
己
破の
在
所の
さ
ま〉
花の
林 、
浦
の
ま
ま
に

植
ゑ
な
らべ 、
お
な
じ
き
い
さ
ど 、
お
な
じ
き
岩 、
あ
り
が
た
く
お
か
し

き
姿
に
調じ
て 、
(骨子
律
保・
菊の
宴 、
E
六
二)

必
〈
紫
上
よ
りの
仏
前の
供
花〉
お
な
じ
き
花の
房 、
い
か
め
し
う
世
に
な

き
に
ほ
ひ
を
尽
さ
せ
給へ
り 。
(
源
氏・
胡
蝶 、
七
八
四)



ほ
か
に 、
宇
津
保・
初
秋
(E
ニ一
九)
に 、
仁
寿
殿の
女
御
か
ら
内
侍へ

の
贈
物につ
い
て
用い
た
例
が
あ
る 。

以
上
が 、
型ど
と
に
見
た
全
用
例
で
あ
る
が 、
すべ
て 、
先の
例犯
で
試
み

た
解
釈
と
同
じ
よ
う
に
解
し
て
よ
い
と
認
め
ら
れ
る
例
ば
か
りで
あ
る 。

平安時代仮名和文の「おな じ き」の用法

【
従
来
の
解
釈
の
訂
正
ひ
と
つ
ふ
た
つ〕
従
来 、
こ
の
よ
う
な
オ
ナ
ジ
キ
の

用
法
や
型
は
注
目
さ
れ
て
い
な
い
の
で 、
解
釈
上
問
題
に
な
る
例
が
若
干
あ

る 。
例犯-
m却
が 、
そ
れ
で
あ
る 。

現
行
の
諸
注
釈
警
は 、
例犯
につ
い
て
は 、
上
の
「
沈の
箱」
を・つ
け
た
も

の
と
見
て
「
訟の
心
葉」
の
意
と
解
す
る
か 、
あ
る
い
は 、
「
同
じ

趣の
心
葉」

と
解
す
る
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
る 。
ま
た 、
例犯
に
つ
い
て
は 、
上
の
「
浅
綴

の
紙」
を-つ
け
た
もの
と
見 、
「
価緑
色
の
玉
の
軸」
|ls

す
な
わ
ち 、
オ
ナ
ジ
キ

と、
「
お
な
じ
色」
と
あ
る
オ
ナ
ジ
と
の
聞
に
差
異
は
な
い
と
す
る
||

と
解

し
て
い
る 。

し
か
し 、
と
れ
ら
と
同
型の
表
現で
あ
る
例ω
は 、
上
花、つ
け
るべ
き
語
が

見
え
ず 、
下
に
「
昔
よ
り
今に
同
様
な
れ
ど
も 、
是
は」
と
あ
り 、
同
類
の
も

の
の
中で
当
面
の
話
題
と
し
て
い
る
もの
が
特に
す
ぐ
れ
て
い
る
と
い
う
表
現

で
あ
る
と
と
は 、
疑い
を
は
さ
む
余
地
が
な
い
の
で 、
乙
れ
と
同
型
で
あ
る
例

お・
鈎
も 、
「
お
な
じ
き
心
葉
と
い
ふ
中に
も 、
こ
れ
は」
「
お
な
じ
き
玉
の
軸

と
い
ふ
中に
も 、
ζ
れ
は」
と
同一
表
現と
解
す
る
方
が 、
妥
当
で
あ
ろ
う 。

し
た
がっ
て 、
例犯
に
見
え
る
「
お
な
じ」
と
「
お
な
じ
き」
と
は 、
用
法
が

違
う
と
考
え
る
の
で
あ
る 。

な
お 、
例犯
につ
い
て
は 、
早
く 、

本
居
宣
長
が 、
玉
の
小
櫛の
中で 、

お
な
じ
き
を 、
拾
遺に 、
沈の
箱に
枕の
心
葉
を
さ
し
た
る
な
り
と
いへ

る
は 、
ひ
が
ご
と
な
り 。
ょ
の
つ
ね
の
心
葉
に
か
は
る
ζ
と
な
く

同
じ
さ

ま
な
れ
ど
も 、
し
ざ
まの
い
か
め
し
き
な
り 。

と、
注
意
し
て
い
る 。
先
に
記
し
た
私
解
と
若
干
相
違
す
る
が 、

は
注
目
し
て
よ
い 。

そ
の
慧
眼
に

【C
の
用
法
の
対
象】
C
の
用
法の
全
用
例
につ
い
て 、
同
類の
中
か
ら
話

題
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
た
もの 、
言い
か
え
れ
ば 、
C
の
用
法の
対
象
を
整

理
す
る
と、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る 。

人
物
||

天
皇
(
宇
津
保
朱
雀
院・
桐
壷
帝・
後
朱
雀
帝) 、
六
条
御
息

所 、
式
部
卿
宮 、
{子
津
保
女一
宮 、
狭
義の
皇
孫
(
常
陸
宮の
子
の

禅
師・
源
重
光
ら・
源
頼
定) 、
源
実
正 、
内
大
臣

贈
物な
ど
||

仁
寿
殿
女
御
よ
り
内
侍へ 、
朱
雀
院
よ
り
女
御へ 、
紫
上

よ
り
秋
好
中
宮へ 、
兵
部
卿
宮
よ
り
源
氏へ 、
玉
髪
主
催
の
源
氏
四

十の
若
菜
祝の
調
度

衣
装
||

彰
子
入
内
の
時の
女 一一房 、
本
院
入
りの
時の
斎
院

庭・
前
栽
11

正
頼一
家の
上
己
破の
在
所 、
秋
好
中
宮 、
宰
相
中
将の

母
君

そ
の
他
||

朱
雀
院
五
十
賀の
舞
人
の
舞の
さ
ま 、
字
治
八
宮の
山
荘の

あ
る
山
里

ζ
れ
らの
う
ち
最
も
多い
の
は
人
物
を
対
象と
す
る
例
で
あ
る
が 、
そ
の
人

物
も 、
ま
た 、
贈
物の
贈
主
も
受
け
手
も 、
天
皇・
中
宮・
御
息
所・
皇
子・

皇
孫
(
狭
義の)
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り 、
そ
の
贈
物
自
体
も
ま
乙
と
に
す
ば
ら

し
い
物で
あ
る 。
衣
装
以
下
の
諸
例
も 、
大
部
分
は
今
指
摘
し
た
高
貴な
人
物

に
関
連
し
た
もの
で
あ
る 。
皇
孫
以
下
の
人
物
や
そ
の
人
に
関
連
す
る
例
は 、

わ
ず
か
に 、
宇
津
保の
源
実
正・
藤
原
正
頼 、
源
氏
物
語
の
内
大
臣の
三
人
に

す
ぎ
な
い
(
玉
愛
は 、
源
氏の
養
女と
し
て
祝の
調
度
を
整
え
た
乙
と
と、
そ
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れ
が
源
氏
の
た
め
で
あゥ
た
乙
と
を
考
え
て 、
と
の
中
に
入
れ
な
い) 。

実
正
は 、
源
季
明
の
子
で
あ
り 、
皇
孫
(
狭
義の)
で
あ
る
蓋
然
性
は
き
わ

め
て
高
い
が 、
は
た
し
て
ど
う
か 、
作
品
で
は
判
然
と
し
な
い 。
し
か
し 、
ζ

の
例
(鈍)
は 、
実
頼
が
対
者
と
し
て
の
実
正
を
対
象
と
し
て
用い
て
い
る
も

の
で 、
第
三
者
表
現の
場
合
と
は
質
を
異
に
す
る
点
に
注
意
し
た
い 。

正
頼につ
い
て
の
例
は 、
難
波
で
の
上
巳
肢の
在
所
の
さ
ま
を
のべ
た
も
の

(
例位)
で
あ
る
が 、
彼
は
宇
津
保
物
語
中の
最
高一
権
力
者の一
人
で
あ
る
と
と

に
注
目
し
た
い 。
さ
き
の
例包
・

お
も 、
正
頼
主
催の
行
事の
場
面
で
あっ

た 。ま
た 、
内
大
臣
(
も
と
の
頭
中
将)
に
つ
い
て
の
例
は 、
常
夏の
巻
に
見
え

る
も
の
(
例鈎)
で 、
さ
ん
ざ
ん
気
を
も
た
せ
て
お
い
て
初
め
て
読
者の
前に

姿
を
見せ
た
近
江
君
の
け
た
は
ず
れ
の
様
子
と 、
対
象
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る

と
と
に
注
意
し
た
い 。
一
涯の
誇
張
法
と
も
考
え
る
と
と
が
で
き
る 。

し
た
がっ
て 、
と
の
三
人
の
例
も 、
さ
き
の
皇
孫
以
上
の
高
貴
な
人
物の
例

に
準
じ
て
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う 。

【C
の
用
法
の
ま
と
め】
以上
の
考
察
か
ら 、
オ
ナ
ジ
キ
の
C
の
用
法
は 、

①オ
ナ
ジ
キ
と
い
う 、
和
文に
は
稀
な
特
殊
な
語
形
を

②
「
オ
ナ
ジ
キ
O
O
と
い
ふ
な
か
に
も」
「オ
ナ
ジ
キ
O
O
と
い
へ
ど
も」

な
ど 、
特
定の
裂
で

③
特に
高
貴
な
人
物
や
そ
れ
に
関
係
す
る
物
を
対
象
と
し
た
用
法

で
あ
り 、
日
常口
頭
語
で
あ
る
オ
ナ
ジ
と
は
異
な
る
語
形
を
意
識
的
に
用
い
た

グ
あ
ら
た
まっ
た
表
現グ
で
あ
る
と
言
うこ
と
が
で
き
よ
う 。

平
安
朝の
女
流
文
学 、
源
氏・
栄
花・
狭
衣の
三
物
語
の
オ
ナ
ジ
キ
の
用
法

の
ほ
と
ん
ど
が 、
乙
の
C
の
用
法
で
あ
り 、
特
に
源
氏
物
語
に
多い
と
と
が
注

目
さ
れ
る 。
源
氏
物
語
の
表
現の
中に
は 、
意
識
的
に
古め
か
し
い
語
や
歌
語

を
地
の
文に
と
り
入
れ
た
表
現
在日日)
が
見
え 、
か
な
り
文
章
語
的
と
で
も
言

え
る
表
現が
あ
る
が 、
乙
の
オ
ナ
ジ
キ
も
そ
の一
っ
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ

.つ 。
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ノ、

と
と
ろ
で 、
平
安
時
代の
日
記・
物
語
や
大
鏡の
オ
ナ
ジ
の
中に
も 、
「オ

ナ
ジ
O
O
と
い
ふ
な
か
に
も」
「
オ
ナ
ジ
O
O
と
いへ
ど
も」
等の
例
が
見
え

る 。川町
お
な
じ
岡
と
いへ
ど 、
人
の
家の
作
れ
る
山の
や
う
に
て
(
字
津
保・

俊
蔭 、
I
八二)

μ
〈
越
前
守の一言〉
お
な
じ
殿
ば
ら
と
いへ
ど 、
た
だ
今の
お
ぼ
え
類
な
き

人

(
落
窪・
三 、
一
八
二)

江町
村松
村比
じ
野町 。足
踏:U B
E
持 、
世
に
見
え
ぬ
さ
ま
な
り 。
(
源
氏・
紅
葉

賀 、
二
三
七)
〈
源
氏
の
さ
ま 。
河
内
本
系
は
「
お
な
じ
き」〉

MW
お
な
じ
大
臣
と
き
と
ゆ
る
な
か
に
も 、
お
ぼ
え
や
むど
と
な
く
お
は
す

る
が
宮
腹に一
人
か
し
づ
き
給ふ
御
心
お
ど
り 、
い
とζ
ょ
な
く
て
(
岡 、

二
四
五)
〈
左
大
臣の
と
と 。
類
例U
問 、
二
六一)

円引
いか

u
u .2
とiuu .
wm
ru.
官
制 .に
ふ 、
き
さ
い
腹の
み
と 、
玉
光
り
輝
き

て 、
類
な
き
御
お
ぼ
え
に
さへ
も
の
し
給へ
ば 、
(
問 、
二
六二)
〈
藤
査

の
さ
ま 。
河
内
本
系
は
「
お
な
じ
き」〉

柏崎
お
な
じ
院
と
申
な
か
に
も 、
心
う
る
は
し
く

物
清
く
お
は
し
ま
す 。

(
栄
花・
ゆ
ふ
し
で 、
上
三
九二)
〈
道
長
の
心 、
三
条
院
の
と
と〉

ω
と
の
大
将
殿 、
お
な
じ
殿
ば
ら
と
きと
ゆ
れ
ど 、
世
に
心
に
く
く

(
栄

花・
も
と
の
雫 、
下
三
二)
〈
実
資の
と
と 。
国
史
大
系
本
な
ど
は
富
岡



平安時代仮名和文の「おな じ きJの用法

本
に
よ
り
「
お
な
じ
き」
と
す〉

な
ど
の
例
を
は
じ
め
十
六
例
が
そ
れ
で
あ
る
が 、
MW・
c-
必
の
三
例
を
除い

て 、
他
は
すべ
て 、
オ
ナ
ジ
キ
の
C
の
用
法の
対
象
と
なっ
て
い
た
高
貴
な
人

物
以
外
の
人
物
を
対
象
と
し
て
い
る 。

と
乙
ろ
で 、
い
ま
例
外と
し
て
指
摘
し
た
三
例
は 、
光
源
氏・
藤
蓋・
三
条

院
を
対
象
と
し
た
例
で
あ
る
が 、
ζ
れ
につ
い
て
検
討
を
加
え
て
お
き
た
い 。

ま
ず 、
例日目-
U
は 、
と
も
に
源
氏
物
語・
紅
葉
賀の
巻
に
見
え
る 。
ζ
の

巻
に
は 、
ほ
か
に
も 、
例必
と
そ
の
類
例
の
左
大
臣
を
対
象と
し
た
例
も
見
え

る
が 、
皇
孫
以上
の
人
物
で
は
な
い
と
い
う
恕
由
か
ら 、
一
応
除
外し
て
お
き

た
い 。
し
か
し 、
同一
巻
に 、
「
オ
ナ
ジ
キ
O
O
と
い
ふ
な
か
に
も」
等
の
例

は
全
く

見
え
ず 、
「
オ
ナ
ジ
O
O
と
い
ふ
な
か
に
も」
等の
例
が
四
例
も
見
え

る
と
い
う
乙
と
は 、
注
目
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う 。

紅
葉
賀の
巻
に
か
ぎっ
て 、
他の
例
か
ら
考
え
て
当
然
オ
ナ
ジ
キ
を
用い
る

表
現に 、
オ
ナ
ジ
を
用
い
た
例
が
集
中
し
て
い
る
の
は 、
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か 。

第一
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は 、
本
文
につ
い
て
で
あ
る 。
し
か

し 、
例必-
U
の
当
該
箇
所
は 、
河
内
本
系の
諸
本
が
「
お
な
じ
き」
で
あ
る

以
外
に 、
異
文
は
な
い 。
乙
の
二
例の
本
文につ
い
て 、
青
表
紙
系・
別
本
系

の
諸
本
の一
致
を
無
視
し
て 、
河
内
本
の
本
文
を
と
り
あ
げ
る
乙
と
は 、
で
き

な
い
で
あ
ろ
う 。
む
し
ろ 、
河
内
本
の
校
訂の
あ
り
か
た
か
ら 、
他
の
オ
ナ
ジ

キ
の
用
法
に
あ
わ
せ
た
合
理
的
な
本
文
を
も
と
め
た
もの
産
担
と
解
す
る
方

が 、
よ
り
妥
当
で
あ
ろ
う 。

つ
ぎ
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は 、
オ
ナ
ジ
キ
の
初
出
が
葵の
巻

(
例却)
で
あ
り 、
紅
葉
賀の
巻
は
そ
れ
よ
り
前
に
位
置
し
て
い
る
と
い
う
事
実

に
つ
い
て
で
あ
る 。
源
氏
物
語の
各
巻
の
成
立
の
順
序
は 、
必
ず
し
も
現
在
の

巻
序
と
は一
致
し
な
い
で
あ
ろ
う
が 、
紅
葉
賀
が
葵
よ
り
早
く

書
か
れ
た
と
と

は
ま
ち
が
い
な
い
で
あ
ろ
う 。
し
か
し 、
両
巻のへ
だ
た
り
や
成
立
の
事
情の

差
が
明
ら
か
で
は
な
い
か
ら 、
決
定
的
な
解
釈
を
く
だ
すと
と
は
で
き
な
い 。

一
つ
の
臆
測
に
す
ぎ
な
い
け
れ
ど
も 、
源
氏
物
語
に
お
け
る
オ
ナ
ジ
キ
の
用
法

(
特
に 、
C
の
用
法
に
よ
る
文
体)
が
確
立
さ
れ
る
以
前
に
紅
葉
賀の
巻
が
書

か
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か 。

源
氏
物
語
以
前
に 、
宇
津
保
物
語
に
も
オ
ナ
ジ
キ
の
C
の
用
法は
見
え
て
い

る
が 、
そ
の
人
物
を
対
象
と
す
る
三
例
は
すべ
て
会
話
の
中
に
用い
ら
れ
て
お

り 、
源
氏・
栄
花・
狭
衣の
例
が
すべ
て
地の
文に
用い
ら
れ
て
い
る
と
と
と

相
違
す
る
し 、
そ
の
表
現
も
源
氏
以
下の
例
ほ
ど
定
型
化
し
て
い
な
い
在
立

の
で 、
宇
津
保の
表
現が
そ
の
ま
ま
と
りい
れ
ら
れ
た
の
で
は
な
く 、
自
らの

文
体
と
し
て
洗
錬
し
定
型
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が 、
そ
の
時
期
を

紅
葉
賀
執
筆
時
よ
り
も
あ
と
と
推
定
す
る
の
で
あ
る 。

右の
推
定
に
関
連
が
あ
る
と
息
わ
れ
る
の
は 、
源
氏
物
語の
オ
ナ
ジ
キ
の
分

布
で
あ
る 。
全
用
例
の
所
在
を
現
在の
巻
序
に
し
た
がっ
て
示
す
と、
つ
ぎ
の

よ
う
に
な
る
(
巻
名の
上
の
数
字
は
巻
序
順
番 。
カッ
コ
内
は
オ
ナ
ジ
キ
の
用

い
ら
れ
て
い
る
場
面
や
対
象 、
本
論
中の
用
例
番
号) 。

葵

(
六
条
御
息
所の
心 。
桐
査
情 。
例お)

湾
楳

(
前
斎
宮の
心 。
母
御
息
所)

蓬
生一

(
末
摘
花の
兄の
禅
師 。
例却)

絵
合

(
朱
雀
院
↓

梅
蜜
女
御 、
贈
物 。
例羽)

胡
蝶

(
紫
上
↓

秋
好
中
宮 、
供
花 。
例必)

常
夏

(
内
大
臣 。
例叩)

(
秋
好
中
宮の
お
前 。
例お)

(
兵
部
卿
宮
↓

源
氏 、
贈
物 。
例鈎)

(
朱
雀
院の
言 。
兵
部
卿
宮 。
例但)
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若
菜
上



若
菜
上
(
玉
露
↓

源
氏 、
祝の
調
度)

お
若
菜
下
(
朱
雀
院の
賀の
舞
人 。
例目山)

必
橋
姫

(
八
宮の
山
荘の
あ
る
山
毘 。
例況)

ζ
乙
で
注
目
さ
れ
る
の
は 、
湾
標
か
ら
若
菜
下
に
い
た
る
諸
巻
||

再び
政

界
に
カ
ム
バ
ッ
ク
し
た
壮
年
期の
光
源
氏の
新
し
い
活
躍
と、
六
条
院
の
栄
花

を
え
が
く
部
分
ーー

に 、
ほ
と
ん
ど
の
例
が
集
中
し
て
い
る
ζ
と
で
あ
る 。
し

か
も 、
そ
れ
ら
の
巻
の
う
ち 、
深
標・
絵
合・
胡
蝶・
野
分の
例
が
六
条
御
息

所
t

秋
好
中
宮
に
関
係
し
た
もの
で
あ
り 、
そ
の
点
で
共
通
す
る
葵の
巻
と
の

つ
な
が
り
を
見の
が
すこ
と
は
で
き
な
い 。

し
か
し 、

右
に
のべ
た
と
と
ろ
は 、
一
つ
の
臆
測
に
す
ぎ
ず 、
他の
解
釈
を

さ
ら
に
追
求
し
た
り 、
成
立
論の
裏
付
け
を
も
と
め
た
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が 、
先
に
もふ
れ
た
よ
う
に 、
と
の
例6・U
と
も
河
内
本
に
「
お
な
じ
き」

と
あ
る
の
は 、
乙
ζ
に
問
題
が
あ
る
こ
と
を
物
語っ
て
い
る
で
あ
ろ
う 。

つ
ぎ
に 、
例必
につ
い
て
で
あ
る 。
と
れ
は 、
危
篤に
お
ち
い
ら
れ
た
三
条

院
につ
い
て
の
道
長
の
思
い
を
のべ
た
もの
で
あ
る
が 、
そ
の
哀
惜の
気
持
か

ら 、
オ
ナ
ジ
キ
と
い
う
あ
ら
た
まっ
た
表
現
を
と
ら
ず 、
日
常口
頭
語の
オ
ナ

ジ
を
用い
た
と、
解
し
て
お
き
た
い 。

右に
考
察
を
く
わ
え
た
三
例
を
の
ぞ
け
ば 、
「
オ
ナ
ジ
O
O
と
い
ふ
な
か
に

も」
「
オ
ナ
ジ
O
O
と
いへ
ど
も」
等の
例
は 、
オ
ナ
ジ
キ
の
C
の
用
法の
対

象
と
なっ
て
い
た
高
貴な
人
物
以
外の
人
物
を
対
象
と
し
た
もの
で
あ
り 、
そ

れ
ら
の
例
の一
部
は
日
常
会
話
の
例
で
も
あ
る
の
で 、
さ
き
の
五
で
ま
と
め
た

オ
ナ
ジ
キ
の
C
の
用
法の
結
論
と
は 、
矛
盾
し
な
い 。

と
こ
ろ
で 、
大
鏡に
も 、

切
お
な
じ
帝
王
と
申せ
ど
も 、
御
後
見
お
ほ
く 、
た
の
も
し
く
お
は
し
ま

す 。
(
大
鏡・一 、
五
七)
〈
世
次の
言 。
後一
条
院
の
乙
と〉

日
お
な
じ
み
か
ど
と
申せ
ど 、
そ
の
御
時に
生
ま
れ
あ
ひ
て
候
け
る
は 、

あ
や
し
の
民の
か
ま
ど
ま
で 、
や
むど
と
な
く乙
そ 。
(
大
鏡・
六 、
二

五
四)
〈
霊
木の
言 。
醍
醐
帝の
乙
と〉

の
二
例
が
見
え
る
(こ
れ
以
外に 、
オ
ナ
ジ
の
同
様
例
は
見
え
な
い) 。
口
頭

語
的
性
格の
強い
表
現
を
とっ
たζ
の
作
品に 、
オ
ナ
ジ
キ
の
C
の
用
法
は
ま

っ
た
く

用い
ら
れ
ず 、
オ
ナ
ジ
の
形
だ
け
が
用い
ら
れ
て
い
る
と
と
は 、
逆

に 、
さ
き
に
ま
と
め
た
「
オ
ナ
ジ
キ
の
C
の
用
法
は 、
オ
ナ
ジ
キ
を
意
識
的
に

用
い
た 、
あ
ら
た
まっ
た
表
現で
あ
る」
と
い
う
結
論
を 、
裏
付
ける
もの
で

あ
る
と
考
え
る 。
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七

平
安
時
代の
仮
名の
和
文に
用い
ら
れ
て
い
る
オ
ナ
ジ卓
の
用
法
を
検
討
し

て 、①
準
体
法・
述
休
法の
う
ち〈
同
前〉の
窓
で
の
用
法
は 、
用い
ら
れ
る
資
料

や
場
面
が
特
殊
な
もの・
院
政
期
以
降に一
般
化
し
て
ゆ
く

用
法で 、
平

安
時
代の
和
文の
中で
は
特
殊
な
例
と
考
え
ら
れ
る
乙
と

②
女
流の
物
語の
用
例の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
「
オ
ナ
ジ
キ
O
Oと
い
ふ
な

か
に
も」
等の
特
定の
型
で
の
用
法
は 、
特に
高
貴な
人
物
や
そ
れ
に
関

係
す
る
物
を
対
象
と
し 、
日
常口
頭
語
オ
ナ
ジ
と
は
異な
る
語
形
を
意
識

的
に
用い
た 、
あ
ら
た
まっ
た
表
現で
あ
る
乙
と

③
右の
三
つ
の
用
法
以
外の
若
干の
例
は 、
類
例の
少
な
い
特
殊
な
もの
で

あ
る
が 、
②と
同
じ
く 、
あ
ら
た
まっ
た
表
現で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
乙

と
を
明
ら
か
に
し
た 。



〔
注〕

1
「
お
な
じ
程」
「
お
な
じ
心」
の
よ
う

な
「
お
な
じ」
を 、
語
幹
用
法
と

す
る
説
も
あ
る
が 、
他
の
形
容
詞
の
語
幹
用
法
と
は
ち
がっ
て 、
広
く
自

由
に
用
い
ら
れ
る
て
い

の
で 、
連
体
形
と
認
め
る
と
と
に
す
る 。

2
国
語
法・
国
謡
史
関
係
書
以
外
で
管
見
に
入
る
も

の
は 、
つ
ぎ

の
諸
論

考
で
あ
る 。

平安時代仮名和文の「おなじき」の用法

築
島
裕
中
古
の
文
法
(日
本
文
法
講
座
3、
昭
mM)
平
安
時
代
の
漢
文

訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究
(
六
二
七ベ
l 、

昭
お)

山
田
孝
雄
ほ
か ・
日
本
古
典
文
学
大
系・
今
昔
物
語
集
l

補
注
(一
|

四

六一
ぺ 、
昭
目 。
二
|三

五
三ぺ 、
昭
お 。
三
|五

七
八べ 。
昭
お)

森
野
宗
明一
講
座
平
家
物
語
ω
||

連
休
修
飾
語
と
し
て
の
オ
ナ
ジ・
オ

ナ
ジ
キ

の
差
異
に
つ
い
て
(
国
文
学
言
語
と
文
芸 、
昭
幻・
9
月
号)

小
久
保
崇
明 ・
春
曙
抄
本
枕
草
子
「
同
じ
か
ら
ず
と
ど
め
む」
考 、
大
鏡

の
語
法

|
形
容
詞
「
同
じ」

の
活
用
の
形
態
を
通
し
て
! 、

和
歌
に
お

け
る
形
容
詞
「
同
じ」

の
活
用
に
つ
い
て
(
以
上 、
「
大
鏡
の
語
法
の

研
究」
に
よ
る)

本
論
の
基
礎
と

なっ
た
調
査
の
対
象
と
し
た
作
品
は 、

。れノ
3 

つ
ぎ

の
と
お

竹
取・
伊
勢・
大
和・
多
武
峰・
三
宝
絵・
宇
津
保・
率
窪・
源
氏・
栄

花・
堤・
寝
覚・
浜
松・
平
仲・
笠・
狭
衣
の
諸
物
語 、
土
佐・
か
げ
ろ

ふ・
枕
草
子・
紫
式
部・
和
泉
式
部・
更
級
の
諸
日
記 、
お
よ
び 、
院
政

期
の
大
鏡・
今
昔
物
語
集

な
お、
三
宝
絵
に
は 、
中
巻
末
の
「
或
本
云」
の
部
分
に 、
オ
ナ
ジ
キ
が

一
例
見
え
る
が 、
後
人
の
付
裁
部
分
と
見
て 、
考
察
の
対
象
と
は
し

な
か

4 
っ
た。

右
の
調
査
も
本
論へ
の
引
用
も 、
原
則
と
し
て
日
本
古
典
文
学
大
系
に
よ

る
が 、
源
氏
は
源
氏
物
語
大成 、
狭
衣
は
日
本
古
典
全
書
と
校
註
日
本
文

学
大
系 、
多
武
降
は
玉
井
幸
助
博
士
の
多
武
蜂
物
語 、
三
宝
絵
は
古
典
文

庫
に
よっ
た 。
引
用
に
あ
たっ
て
は 、
適
宜 、
表
記
を
あ
ら
た
め
た
と
こ

ろ
が
あ
る
が 、
オ
ナ
ジ
キ・
オ
ナ
ジ

の
表
記
は
も
と

の
ま
ま
で
あ
る
(
引

用ペ
ー
ジ
数
|ロ
ーマ

数
字
は
第
何
冊
目
か
を
示
す
|

も 、
右
の
本
の
も

の
で
あ
る) 。

オ
ナ
ジ

の
中
に
は 、
「
御
お
な
じ
程」
な
ど
「
御」
を
冠
し
た
例
も
ふ

く
め
た 。
な
お、
乙

の
数
は一
回

の
み
の
調
査
に
よ
る

の
で 、
宕
干
の
誤

差
が
あ
ろ
う 。

小
久
保
祭
明
氏
は 、
オ
ナ
ジ

の
準
体
法
の
例
と
し
て 、
歌
に
用
い
た
例

「
君
が
代
を
亀

の
お
な
じ
に
み
す
と
て
や
河べ
の
後
光
り
ま
す
ら
む」

(
馬
内
侍
集 、
二
三
八
五一)
の一
例
が
あ
る
と 、
指
摘
す
る
(
注
2

の

著
書
参
照) 。

注
2

の
著
書
参
照 。

宇
津
保
に
も 、
「
仲
忠
に
正
四
位
の
位
た
ま
ひ
て 、
右
近
中
将に
な
さ

れ
ぬ 。
涼
に
お
な
じ
位 、
お
な
じ
中
将
に
な
さ
れ
ぬ」
(
宇
津
保・
吹
上

下 、
-
三
八
O)
の
例
が
見
え
る 。

西
本
願
寺
本
三
十
六
人
集
精
成
に
よ
る 。
た
だ
し 、
「た
れ
に」
と
あ

る
の
を 、
続
国
歌
大
観
に
よ
り
「た
れ
そ」
と 、
あ
ら
た
め
た 。

注
2

の
諸
論
参
照 。
な
お、
古
典
文
学
大
系
(
底
本
は
東
松
本)
の
大

鏡
に
は 、
オ
ナ
ジ
キ

の
と

の
用
法
の
仮
名
書
き
の
例
が 、
三
例
(近
衛
家

旧
蔵
本
を
底
本
と
す
る
秋
葉
安
太
郎
博
士
の「
大
鏡
の
研
究」
で
は
五
例)

見
え
る
が 、
オ
ナ
ジ
を
用
い
た
例
も 、
一
例
で
は
あ
る
が 、
「
長
徳一元
年
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乙
未
五
月
二
目
、

関
白
の
宣
旨
か
う
ぷ
ら
せ
給
て
、

お
な
じ
月
の
八
日
、

う
せ
さ
せ
給
に
き
」
(
四、

一

九
六
)

と、

見
え
る
。

た
だ
し、

東
松
本・

千
葉
本
は
仮
名
書
き
で
あ
る
が
、

近
衛
家
旧
蔵
本
は
漢
字
表
記
「
同
」

と

あ
る
由
な
の
で
、

疑
問
例
と
し
て
お
く
。

叩

と
の
例
は
、
「
物
」

を
体
言
と
見
れ
ば、

あ
と
で
ふ

れ
る
C
の
用
法
と

な
る
が
、

例
幻
を
も
見
あ
わ
せ
て
、

「
物
を
」

を
接
続
助
詞
と
し
て
処
理

し
た
。

日

大
成
校
異
に
よ
れ
ば、

青
表
紙
系
の
一

本
・

河
内
本
系
の
す
べ
て
・

別

本
系
の
二
本
に
は
「
お
な
じ
」

と
あ
る
が
、

大
成
本
文
(
対
校
新
釈
・

古

典
文
学
大
系
・

玉
上
氏
評
釈
も
同
じ
)

に
し
た
が
う
。

ロ

校
註
日
本
文
学
大
系
に
よ
る

(
ペ

l
ジ
も
同
書
)
。

日
本
古
典
文
学
大

系
・

未
刊
国
文
資
料
は
「
お
な
じ
」、

古
典
文
庫
は
当
該
筒
所
を
欠
く
。

日

栄
花
物
話
の
国

史
大
系
本
な
ど

K
は
、

も
う
一

例
見
え
る

(
例
ω
参

照
)
。

し
か
し、

藤
原
実
資
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら、

オ
ナ
ジ

の
ま
ま
に
お
い
て
よ
い
で
あ
ろ
う
(
あ
と
の
対
象
に
つ
い
て
の
考
察
を
参

照
)
。

日

未
刊
国
文
資
料
・

古
典
文
庫
は
「
お
な
じ
」

で
あ
る
。

日

た
と
え
ば、
「
朝
け
」
「
く
が
(
陸
)
」
「
玉
水
」
「
駒
」

な
ど
、

例
は
多
い

ょ
う
で
あ
る
が
、

広
範
な
調
査
と
精
細
な
検
討
を
要
す
る
の
で
、

詳
細
は

お
っ
て
別
に
考
察
す
る
。

日

河
内
本
の
本
文
合
理
化
の
傾
向
は
、

例
M
・

況
を
「
お
な
じ
」

と
す
る

と
と
ろ
に
も、

う
か
が
え
る
。

げ

ζ
乙
で
い
う
字
津
保
の
三
例
と
は
、

さ
き
の
例
%
と、

〈
正
頼
の
言。

女
一

宮
の
と
と
〉
お
な
じ
き
御
子
た
ち
と
き
と
ゆ
る
中
に

も、

心
こ
と
に
思
ほ
し
た
り
つ
る
を
(
田
鶴
の
群
鳥、

E
二
二
六
)

〈
女
官
た
ち
の
言
〉
仁
寿
般
の
女
御、

恩
ふ
や
う
に
め
で
た
き
人
な
り
。

宮
仕
へ
は、

お
な
じ
き
帝
と
き
と
ゆ
れ
ど
、

上
に
か
ぎ
り
な
く
時
め
か

さ
れ
奉
り
た
り
。
(
蔵
関
上、

耳
三
三
八
)

の
二
例
で
あ
る
が
、
「
オ
ナ
ジ
キ
O
O
と
い
ふ
と
も
」

の
型

(
例
担
)

は

他
に
類
例
が
見
え
な
い
し、

蔵
関
上
は、

「
帝
」

を
と
り
あ
げ
て
い
う
の

で
は
な
く、

オ
ナ
ジ
キ
は
「
宮
仕
え
な
さ
っ
て
い
る
の
は、

私
ど
も
と
同

じ
帝
と
申
し
な
が
ら、

特
に
と
の
女
御
は

」

の
窓
と
考
え
ら
れ、

源
氏

以
下
の
用
い
ざ
ま
と
は
差
異
が
あ
る
。
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〔
付
記〕

と
の
小
論
は
、

昭
和
四
十
二
年
十
一

月
二
十
六
日
、

国
語
学
会
中

国
四
国
支
部
大
会

(
愛
媛
大
学
)

に
お
い
て
、

「
平
安
朝
の
和
文
に
見
え
る

『
お
な
じ
き
』
」

と
題
し
て
口
頭
発
表
し
た
も
の
を
什
子
に
、

と
と
の
え
な

お
し
た
も
の
で
あ
る
。

-
広
島
女
子
大
学
文
学
部
助
教
授
|


